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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

▲稚魚の放流

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
大
久
野
島

訪
問
税
導
入
検
討
事
業
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
戦
後
80
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
、
私
た
ち
は
再
び

戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
そ
し
て
、
過
去
の
歴
史
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て

胸
に
刻
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
久
野
島
は
、
竹
原
市
に
と
っ
て

毒
ガ
ス
関
連
遺
跡
と
い
う
重
い
歴
史

を
背
負
っ
た
、
決
し
て
失
っ
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
場
所
で
す
。

　
今
回
の
訪
問
税
の
検
討
は
、
環
境

整
備
の
促
進
や
毒
ガ
ス
関
連
遺
跡
の

管
理
・
保
全
、
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
解

消
と
い
っ
た
取
組
の
財
源
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
保
存
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
大
久
野
島
は
竹
原
市
に
所
在
し
な

が
ら
も
十
分
な
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
長
年
の
課
題
を
抱
え
て
き

ま
し
た
。

　
訪
問
税
の
導
入
が
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
し
、
未
来
に
歴
史
を
正
し
く

伝
え
て
い
く
大
き
な
力
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。村

上　
ま
ゆ
子

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
村
上
ま
ゆ
子

　〇
今
田

　佳
男

　
　蕎
麦
田
俊
夫

　
　堀
越

　賢
二

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

《
特
集
後
記
》

　
私
と
（
旧
）
竹
原
漁
業
協
同
組
合
と
の

関
わ
り
の
は
じ
ま
り
は
、
昭
和
50
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
会
議
の
目
的
は
、
組
合
員
と
一
般
遊
漁

者
と
の
関
係
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

私
の
方
か
ら
申
し
入
れ
、
相
互
の
役
員
が

出
席
し
、
会
議
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　
昭
和
52
年
に
竹
原
地
区
小
型
船
舶
連
合

会
を
設
立
。
目
的
は
環
境
や
資
源
の
保
護

・
育
成
、
海
上
安
全
運
航
、
会
員
相
互
の

親
睦
で
あ
り
ま
す
。
会
員
資
格
は
船
舶
を

有
す
る
者
と
し
、
結
成
時
会
員
は
約
80
名
、

翌
年
に
は
１
３
０
名
、
昭
和
60
年
代
初
頭

に
は
２
３
０
名
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
に
県
指
導
で
芸
南
漁
業
協
同

組
合
が
設
立
し
、
当
時
の
組
合
長
の
尽
力

に
よ
っ
て
、
広
島
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
、
「
取
る
漁
業
」
か
ら
「
育

て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
が
進
み
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
竹
原
港
か
ら
観
光
遊
漁
船
で
家

族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
釣
り
を
楽
し
む
方
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
林
水
産
へ
の
行
政

の
積
極
的
関
与
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

宇
野　
武
則

　元
気
な
海
を

取
り
戻
し
た
い
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